
事業の計画・内容

■ 直営 □ 指定管理 □ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円） 委託料

報酬
賃金
その他

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円）

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

11,648 10,640 10,640

４５－９１１６藤岡雅之 連絡先

公民館利用許可件数

3459
3620

1200

12500

H18（目標）

目標

H19（目標）

名            称コードコード 名               称
一般会計
教育費
社会教育費
公民館費

だれもが生きがいを持てる機会を作る

０１
１０
０５
０５

会計
款
項
目

Ａ

総合評価

図書室利用者数
利用者数を増やすことが文化振興を示す指標（実績の１％増値で
設定）

4
3
3

有効性
達成度

3500

図書貸し出し冊数 冊 7536 7610 7687

図書室利用者数

12247
12370

単位

人 3549 3584

12500

666

3620

件 654

12247 12370

2,602 2,602
1,093

目標値

人

H17 H18 H19
実績値

660

10,640 10,640
3,429 3,428

11,648
5,004

1,688 1,688

790 761 761

2,160 2,160 2,160

2,601

昭和４６年建築の施設であり、一般市民等利用される施設としては、建築当時のニーズと現在のニーズとでは相当変化してきており、主にホールの
使用に集中している。経年変化により施設設備の老朽化も進み、現在のニーズに対応していけない傾向にある。図書室においては、現在の３箇所
分散型の図書室形態でなく、１室（１箇所）での設定を検討する必要がある。

指標設定の考え方

利用者数を増やすことが文化振興を示す指標（実績の１％増値で
設定）

人

目標
3584

事業の目的の成果を測る指標

公民館利用者延べ人数

H17

人

4必要性
今後とも公民館として、地域市民に広く活用される施設として事業を継続し、外部団体等の利用促進をしな
ければならない。そのためにも、図書室形態の整備については速やかに具体的実施する方向を検討をす
る。

9,488

嘱託員２名（公民館事務１・図書室事務１）

効率性

評
価

8,480 8,480

H17 H18（予算）

０，３

H19（予算）

０，３

細目
細々目

１０１

活動を行うために必要な場を提供することにより、教育、文化関係団体が
自主的な活動を行うこてが出来る。

成果（どうなるのか）

０１
公民館管理経費
公民館管理経費

教育委員会　伊賀分室担当部課名
作成者氏名

設
置
目
的

市内の類似施設

対象等（何を、誰を）

本
年
度
事
業
内
容

社会教育に関する指導及び学習相談等に従事した社会教育指導員の報酬．図書サービスの充実と移動図書車の巡回サービスを実施

社会教育法・伊賀市公民館条例運営主体

柘植公民館

単位

（委託先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
根拠法令・要綱等

公民館利用者延べ人数

正規職員     （人） ０，３
活動指標

施設の管理・運営

教育文化関係等の団体や公民館サークル及び市民

事業名

基本施策

1083

伊賀市　事務事業評価シート

公民館管理経費

33


